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特集

在宅現場の�
「意思決定支援」を問う
多職種はどのようにその人の意思と�
向き合い、支援するのか
　2018年3月に改訂された「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセ
スに関するガイドライン」で、人生の最終段階で受ける医療・ケアについて、医
療および介護従事者が利用者や利用者家族と日頃からくり返し話し合う、いわゆ
るアドバンス・ケア・プランニングを行なうことが定められました。職種により、果た
す役割も、関わり方も、登場するタイミングは異なるものの、その支援に携わること
が期待されています。
　「意思決定支援」とも、「人生会議」とも呼ばれるそのプロセスのなかで、在宅
医療・ケアの実践者は、自らの役割をどのように定義しているのでしょうか。「訪問
看護師」に焦点をあてた5月号とは別の角度から、在宅現場の意思決定とその
実現の支援を考え、深掘りしていきます。

事例報告｜�私の意思決定支援
◉大蔵暢（やまと在宅診療所大崎）
◉西澤文恵（台東区社会福祉事業団あさくさ地域包括支援センター）
◉横山裕子（日本赤十字社総合福祉センター）

ガイドラインと「人生会議」について
意思決定支援をめぐる議論の現状
◉紅谷浩之（オレンジホームケアクリニック）

「自分で決める」を支援する
その難しい営みに、支援者はどう関わることができるか
◉尾藤誠司（国立病院機構東京医療センター）

インタビュー｜意思が立ち現れる場の風景
◉水野英尚（地域生活ケアセンター小さなたね）

※一部変更となることがあります。
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編集後記

手 詰まりにも見える状況を一変さ
せる、訪問看護師ならではの

意思決定支援事例の数 （々今月号特
集）に、“コミュニケーション技術”など
いう言葉では到底表現しきれない、力
の存在を確信しました。締め切りが迫る
なか、雑誌担当としては「早く読まなきゃ」
な状況にもかかわらず、「願い」を取り
巻く物語の深さにいちいち立ち止まって
しまい、とてもとても時間がかかりました

（小池さん、ごめん）。…米沢

事 例はなるべく事細かに書いてほ
しい、と皆さんに頼みました。と

いうのは、意思決定やその実現をめざ
したケアは「自分が行なったことを羅列
する」ように記述すると、リアリティがごっ
そりとなくなってしまうように感じていたか
らです。感覚的な判断でしたが（！）、
本号対談や村上靖彦さん著『在宅 
無限大』を通し、その必要性が自分の
なかでようやく整理されてきました。 
看護師と患者・家族の相互作用のな
かで生まれる実践、その最たるものが
意思決定支援で、やり取りの詳細まで
書かないとそれを表現できないんだ、
と。……読み応えありますが、それでも
この分量でないと浮き彫りにならないも
のが出ているので、ぜひご覧いただき
たく。…小池
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